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部局ニュース

　スラブ・ユーラシア研究センターは、
1月12日（金）に北海道大学―メルボル
ン大学ジョイントセミナー“Eurasian 
Migration. Past, Present and Future”
を開催しました。本セミナーは、北海
道大学とメルボルン大学が国際研究連
携深化のために、新規研究テーマと異
分野融合研究の可能性を探る合同コン
ファレンスの開催、博士課程学生の共
同指導の更なる促進、そして新規研究
連携を支援する合同研究ワークショッ
プファンドを立ちあげ、その2023年度
採択ワークショップとして催されたも
のです。
　また、このジョイントセミナーは、
大学共同利用機関法人人間文化研究機
構ネットワーク型基幹研究プロジェク
トのグローバル地域研究推進事業「東
ユーラシア研究プロジェクト」（以下、

「EES」）における四拠点の一つ（他に
東北大学、国立民族学博物館、神戸大
学）として、「文化衝突とウェルビーイ
ング」、とりわけ「越境とジェンダー」
を中心テーマとする研究事業との共催
でもありました。
　メルボルン大学側からは博士候補者
を含む6名、北海道大学側（主にEES
北海道大学スラブ・ユーラシア研究セ
ンター拠点メンバー）からは7名が参
加し、過去、現在、未来における「移
動」を軸に活発な議論を行いました。
ロシアによるウクライナ侵攻という今
般の世界情勢を踏まえ、ロシア帝国・
ソ連西部国境地域に関する歴史研究の
再構築、戦後冷戦秩序における移民難
民問題など、多岐に渡るテーマをもと
に、熱心なやり取りが交わされまし
た。さらに、今後の共同研究のための

研究班の結成、来年度以降の研究発展
計画の作成を話し合い、さらなる研究
協力の拡大に繋がるとても有意義なワ
ークショップとなりました。
　セミナーに先立ち、メルボルン大学
研究者らは本学附属図書館を訪問し、
大型コレクションを見学し、附属図書
館が世界に誇る大型コレクション、特
にヴェルナツキー文庫、ボリス・スヴ
ァーリンコレクション、ロシア亡命文
学コレクション、ヘンリク・ゲルシン
スキー旧蔵ポーランドコレクションな
どに強い関心を寄せ、将来的な本学で
の長期在外研究についても相談を受け
たほどでした。図書館ツアーにご協力
いただいた附属図書館スタッフに感謝
いたします。

（スラブ・ユーラシア研究センター）

スラブ・ユーラシア研究センターでメルボルン大学との
ジョイントセミナーを開催

オープニングリマークスをする
メルボルン大学のマーク・エデーレ教授

セミナーでの議論の様子

セミナー参加者の集合写真

　メディア・コミュニケーション研究
院は1月20日（土）、「メディア・ジェ
ンダー・教育、『日中関係の多様性』
を考える」と題した公開講座を、高等
教育推進機構で開催し、約130人（会
場約70人、オンライン約60人）が参加
しました。昨年3月から日本に滞在し、
日本観察を続ける中国の知的インフル
エンサー・李　一諾（リー・イーヌオ）
氏（「一土教育」共同創業者）が基調
講演を行いました。政治問題で対立す
る日中関係ですが、メディアやジェン
ダー、教育の分野で両国の民間同士が
連携し、多様な関係を構築することの
大切さを共有しました。
　ビル・ゲイツ財団中国代表などの経
歴を持つ李氏は、中国で学校を開設
し、草の根教育を展開するとともに、
オンラインコミュニティやSNSチャン
ネルを開設し、フォロワーは230万人を

超えています。2021年『フォーブス』
誌の「2020年中国で最も影響力のある
ビジネスウーマン」にも選ばれまし
た。3人の子供の母親でもあります。
　基調講演では、日本で過熱する中学
受験などを観察し、日本と中国の教育
は、テストで全てが決まり、点数で
「淘汰」や「選別」が行われている
と、両国の教育の未来に懸念を示しま
した。また、中国国内ではメディアを
通じて、何が起こっているかを理解す
るのがより難しくなる一方、日本では
大学院で中国研究を行う日本人がます
ます減り、「両国間で相手国の真実を
理解するのは難しくなり、両国民の感
情の離反や対立を招いている」と訴え
ました。
　その一方で、東京などに滞在する中
国の民間知識人が、東京大学で中国問
題に関する講座を開いたり、中国語図

書を扱う新たな書店が開店したりする
など、「中国理解」に向けた新たな動
きが日中の民間レベルで盛り上がって
いると指摘。「特に教育とジェンダー
に関するテーマは、自由や平等に向け
た中心的なテーマであり、声を上げて
推し進める必要がある」と期待感を示
しました。
　メディア・ジェンダー・教育は、本
研究院や国際広報メディア・観光学院
で研究や教育が盛んな分野であり、公
開講座には、こうした分野の研究を行
う中国人留学生も多く参加し、質問す
るなど活発な意見交換が行われまし
た。本公開講座の通訳と総括は東京大
学大学院総合文化研究科の阿古智子教
授が行い、本研究院の城山英巳教授が
企画と司会を担当しました。

（メディア・コミュニケーション研究院）

メディア・コミュニケーション研究院が
「メディア・ジェンダー・教育と日中関係」で公開講座

公開講座で基調講演する李氏




